
町
衆
に
つ
い
て

Π
本
三
大
祭
の
ひ
と
つ
、
森
の
祗
園
祭
の
こ

ろ
に
な
る
と
、
報
道
機
関
は
そ
ろ
っ
て
「
町
衆
L

?
チ
シ
ユ
ウ
)
を
口
に
す
る
。
そ
れ
ほ
ど
「
町

か
い
し
や

衆
」
踊
在
人
口
に
岫
爽
し
た
墓
に
な
っ
て
い

る
。
こ
の
「
町
衆
」
が
祗
園
祭
と
の
か
か
わ
り
で

頻
繁
k
使
わ
れ
出
し
た
の
は
そ
う
古
い
こ
と
で
は

な
く
、
一
九
五
0
年
に
林
屋
辰
三
郎
氏
が
「
町
衆

の
成
立
」
と
い
う
雙
を
『
綴
』
壁
に
発
表

さ
れ
て
榮
の
こ
と
で
あ
る
。
ど
く
最
近
で
は

「
町
衆
」
は
「
王
朝
文
隼
と
町
衆
展
L
 
と
い
う
名

の
、
邪
の
業
者
の
捗
輩
製
馳
り
こ
み
の

宣
仏
文
句
に
ま
で
霧
し
て
い
る
。

蔭
辰
三
郎
氏
の
「
町
衆
」
は
、
太
平
洋
戦
争

敗
戦
後
の
日
本
史
学
界
の
民
主
化
の
う
ね
り
の
中

で
、
中
山
村
落
(
惣
村
・
郷
村
)
の
も
つ
自
治

反
権
力
的
性
格
を
中
世
都
市
京
都
に
お
い
て
検
証

さ
れ
る
中
で
誕
生
し
た
も
の
で
あ
る
。
林
屋
氏
は

そ
倫
文
の
中
で
「
『
町
衆
』
と
い
う
存
在
も
、
ほ

ぽ
明
ら
で
あ
る
よ
う
に
、
こ
の
内
乱
(
応
仁
・
文
明

の
乱
仲
村
注
)
を
契
機
に
都
市
生
活
の
前
面
に

進
出
し
来
っ
た
『
町
』
に
拠
っ
て
、
地
域
的
な
集

団
生
活
を
い
と
な
む
人
々
を
指
し
て
、
当
時
の
日

●
・
記
録
に
頻
出
す
る
名
称
に
他
な
ら
な
い
」
と

述
べ
ら
れ
、
こ
の
「
都
市
生
活
の
前
血
に
進
出
し

来
っ
た
『
町
』
」
を
「
街
路
を
挾
む
二
つ
の
頬
L

(
『
町
衆
』
中
公
誓
)
と
規
定
し
、
そ
の
「
町
」
で

生
活
す
る
人
々
を
「
町
衆
」
?
チ
シ
ユ
ウ
)
と
称

さ
れ
た
。

仲
村

林
屋
氏
の
「
町
衆
」
概
念
を
要
約
す
る
と
、

「
町
衆
」
は
応
仁
・
文
明
の
乱
後
の
京
都
に
形
成

さ
れ
る
生
活
共
同
体
「
町
」
の
基
本
的
構
成
員

で
、
当
時
の
史
料
に
頻
出
す
る
語
句
で
あ
る
こ

と
。
「
町
衆
」
は
「
町
L
 
の
自
治
、
自
衛
を
お
こ

な
い
、
か
れ
ら
の
中
核
に
は
、
酒
屋
・
土
倉
な
ど

の
高
利
貸
業
者
が
お
り
、
室
町
時
代
末
期
か
ら
江

戸
時
代
初
期
の
文
化
の
す
ぐ
れ
た
担
い
手
と
も
な

つ
て
い
る
こ
と
。
ま
た
「
町
」
の
連
合
組
織
と
し

て
町
組
が
編
成
さ
れ
、
町
組
の
中
枢
は
瓢
貸
業

者
で
あ
る
「
上
靜
衆
」
が
占
め
る
こ
と
、
な
ど

を
林
屋
氏
は
指
抽
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
こ
の
「
町

衆
」
概
念
の
規
定
は
、
日
本
の
中
世
都
市
研
究
に

大
き
な
態
を
与
え
九
が
、
林
屋
氏
の
規
定
さ
れ

た
概
念
と
は
か
か
わ
り
な
く
、
そ
の
後
勝
手
な
方

向
に
独
り
歩
き
を
は
じ
め
た
の
で
あ
る
。

と
こ
ろ
で
林
屋
氏
は
「
町
」
を
「
マ
チ
」
、
「
町

衆
」
を
「
マ
チ
シ
ュ
ウ
」
と
読
ま
れ
九
九
め
に
、

以
後
、
日
本
史
辞
典
や
高
校
日
本
史
の
教
科
書
類

か
ら
毅
道
機
関
に
い
九
る
ま
で
、
こ
の
読
み
を
採

用
し
て
し
ま
っ
た
。
『
角
川
日
本
患
典
』
、
山
川

出
版
社
の
『
日
本
史
小
辞
典
』
罪
典
も
例
外
で

は
な
い
。
前
者
は
「
町
を
つ
く
っ
て
谷
生
活
を

営
む
人
々
。
特
に
室
町
時
代
、
京
都
の
町
々
を
構

研
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成
す
る
人
九
ち
が
、
室
町
衆
・
三
条
町
衆
な
ど
町

名
を
冠
し
て
町
衆
と
よ
ぱ
れ
た
」
と
し
、
後
者
も

「
南
北
朝
動
乱
期
を
へ
て
室
町
時
代
初
期
に
発
生

し
た
商
人
手
工
業
者
に
ょ
る
地
域
的
団
結
組
織
。

町
衆
は
応
仁
・
文
明
の
乱
後
も
所
々
に
地
域
的
団

結
の
自
治
組
織
と
し
て
の
町
組
を
作
り
、
社
会
情

勢
の
不
安
に
対
し
て
自
ら
の
手
で
町
を
防
衛
し

九
」
と
林
屋
氏
の
説
を
そ
の
ま
ま
踏
襲
し
て
「
マ

チ
シ
ュ
ウ
」
を
説
明
し
て
い
る
。
教
科
書
も
『
標

準
日
本
史
』
(
山
川
出
版
社
)
に
は
「
京
都
で
勢
力

ま
ち
し
ゆ
う

を
の
ぱ
し
九
日
蓮
宗
の
法
華
一
揆
も
、
町
衆
と
よ

ぱ
れ
る
町
民
の
自
治
組
織
を
母
体
と
し
た
も
の
」

と
し
て
い
る
。
先
ど
ろ
目
出
度
く
完
結
し
た
京
都

市
編
『
京
都
の
歴
史
』
全
十
巻
は
、
「
町
衆
」
は
も

ち
ろ
ん
の
こ
と
、
町
組
、
町
会
所
、
町
代
、
町
年

寄
、
町
汁
な
ど
の
「
町
」
の
読
み
を
、
索
引
で
は

す
べ
て
「
マ
チ
」
と
し
て
い
る
が
、
京
都
に
関
す

る
限
り
、
歴
史
用
語
の
読
み
と
し
て
は
誤
り
で

「
チ
,
ウ
L
 
が
正
し
い
。
日
本
史
学
の
権
威
を
集

め
た
『
京
都
の
歴
史
』
の
編
さ
ん
が
基
礎
的
韻

り
を
犯
し
た
の
で
あ
る
か
ら
、
こ
れ
を
そ
の
ま
ま

受
入
れ
六
側
を
批
判
す
る
こ
と
は
当
た
ら
な
い
。

根
元
は
一
九
五
0
年
の
林
屋
氏
の
「
マ
チ
シ
ユ

ウ
L
 
に
あ
る
と
思
、
つ
0

応
仁
・
文
明
の
乱
後
の
京
都
に
成
立
す
る
「
町
」

「
チ
,
ウ
L
 
と
称
さ
れ
て
い
る
こ
と
は
、
公
卿

が

ι
●
つ
ぐ

山
科
言
継
の
日
記
『
言
継
卿
記
』
に
頻
出
す
る

「
ち
や
う
」
で
も
明
ら
か
で
あ
る
。
天
文
十
七
(
一

五
四
八
)
年
二
月
十
一
日
条
に
「
一
昨
日
驚
司
室

町
へ
盗
人
入
云
々
、
町
衆
手
負
有
之
」
と
、
山
科

邸
の
近
所
の
町
内
に
押
入
っ
六
盗
人
と
町
衆
と
が

争
い
、
町
衆
が
負
傷
し
て
い
る
記
事
が
あ
る
。
こ

の
「
町
衆
」
は
言
継
の
用
語
憤
行
か
ら
「
チ
ョ
ウ

シ
ユ
ウ
」
と
す
る
の
が
自
然
で
あ
る
。

「
町
衆
」
と
は
中
世
都
市
を
形
づ
く
っ
て
い
る

生
活
共
同
体
「
町
L
 
の
基
本
的
構
成
員
で
あ
る
。

中
世
惣
村
が
独
自
の
掟
を
も
ち
、
池
沼
、
山
野
、

耕
地
、
家
屋
、
宗
教
施
設
を
共
有
し
、
鞍
、
礼

銭
な
ど
の
動
産
を
も
ち
、
一
兀
服
式
に
あ
た
る
鳥
帽

*
と
な

し
な
り

子
成
、
共
同
籍
成
員
と
し
て
認
定
さ
れ
る
老
人

、
▲
り成
、
剃
髪
す
る
入
道
成
、
戸
主
と
な
る
亭
主
成
な

ど
を
お
こ
な
っ
た
よ
う
に
、
一
示
都
の
「
町
」
も

「
町
」
の
地
域
(
現
在
の
チ
,
ウ
ナ
イ
)
を
単
位
に
掟

を
制
定
し
、
共
有
財
産
と
し
て
「
町
」
へ
出
入
す

る
門
、
番
屋
、
家
屋
(
「
町
」
の
共
有
財
産
と
し
て

の
「
町
家
」
は
チ
ョ
ウ
ィ
エ
、
チ
.
ウ
ヤ
と
い
い
、

マ
チ
ャ
と
は
絶
対
に
い
わ
な
い
。
マ
チ
ャ
と
は
一

般
に
都
市
の
家
屋
を
い
う
)
な
ど
を
も
ち
、
惣
村

と
同
様
の
通
過
儀
礼
を
お
こ
な
っ
て
い
る
。
生
活

共
同
体
と
い
う
視
点
か
ら
す
る
と
、
惣
村
に
比
定

す
べ
き
は
、
「
マ
チ
L
 
で
は
な
く
「
チ
,
ウ
L
 
で

あ
る
。平
安
京
の
都
城
制
で
条
坊
に
ょ
っ
て
区
画
さ
れ

一
辺
が
四
十
丈
(
約

た
内
部
の
町
 
9
チ
)

、

は

百
二
十
メ
ー
ト
ル
)
で
、
そ
の
町
は
三
十
二
の
月

主
(
へ
ぬ
し
南
北
五
丈
、
東
西
十
丈
)
に
分
割

さ
れ
、
一
戸
主
は
南
北
の
方
向
に
口
を
開
か
ず
、
東

西
の
二
方
向
に
の
み
口
を
開
い
て
い
九
。
し
六
が

つ
て
、
「
マ
チ
」
は
東
か
西
か
の
い
ず
れ
か
の
血

に
口
を
も
っ
て
い
る
こ
と
に
な
る
。
こ
の
よ
う
な

平
安
京
の
都
城
制
の
「
マ
チ
」
は
二
面
町
(
ニ
メ

ン
マ
チ
)
と
い
わ
れ
る
が
、
平
安
京
を
雑
持
す
る

諸
制
度
の
崩
壊
に
と
も
な
っ
て
、
南
と
北
の
方
向

に
も
口
を
開
く
よ
う
に
な
り
、
四
面
町
(
シ
メ
ン

マ
チ
)
と
称
さ
れ
、
一
辺
四
十
丈
の
「
マ
チ
」
が

四
つ
の
方
向
に
開
く
よ
う
に
な
る
。
そ
の
の
ち
、

お
も
て

四
面
町
の
四
つ
の
面
が
各
々
分
立
し
て
四
町
町

(
シ
シ
,
ウ
マ
チ
四
丁
町
と
も
書
く
)
と
な
り
、

そ
し
て
分
立
し
九
一
面
が
道
路
を
は
さ
む
向
い
側

の
面
と
合
体
し
て
両
側
町
(
り
ヨ
ウ
ガ
ワ
チ
ョ
ウ
)

を
形
成
す
る
。
こ
の
両
側
町
こ
そ
生
活
共
同
体
と

し
て
の
「
町
」
(
チ
.
ウ
)
で
あ
り
、
粍
京
都
の
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「
チ
,
ウ
L
の
原
型
で
あ
る
。

現
在
、
京
都
市
の
住
所
表
示
は
、
た
と
え
ぱ
、

大
ぽ
し
や
ち
よ
う

京
都
市
中
京
区
室
町
通
三
条
下
ル
鳥
帽
子
屋
町
、

け
し
ぺ
ん
け
い
ち
よ
う

同
区
蛸
薬
師
通
鳥
丸
西
入
ル
橋
弁
慶
町
と
、
京
都

の
旧
市
街
に
あ
る
町
名
に
は
か
な
ら
ず
「
チ
,
ウ
L

が
付
さ
れ
て
い
る
。
祗
園
祭
の
山
や
鉾
を
保
管
す

る
町
内
は
、
原
則
と
し
て
こ
の
両
側
町
で
「
山
町
」

「
鉾
町
」
と
書
い
て
「
ヤ
マ
チ
,
ウ
L
「
ホ
コ
チ
"

ウ
」
と
い
い
、
「
ヤ
マ
マ
チ
」
「
ホ
コ
マ
チ
」
と
絶

対
い
わ
な
い
の
は
、
「
チ
,
ウ
」
成
立
の
歴
史
過

程
か
ら
し
て
当
然
の
こ
と
で
あ
る
。
な
お
「
町
」

が
「
チ
,
ウ
」
で
あ
る
こ
と
は
、
戦
国
時
代
の
自

由
都
市
と
後
代
に
い
わ
れ
た
和
泉
の
堺
、
摂
津
の

平
野
の
旧
市
街
や
、
近
江
の
港
湾
都
市
堅
田
に
お

い
て
も
確
認
さ
れ
る
。

イ
エ
ズ
ス
会
が
日
本
へ
の
布
教
の
た
め
に
、
慶

長
八
(
一
六
9
己
年
編
さ
ん
刊
行
し
た
『
日
葡

辞
書
』
は
、
戦
国
時
代
以
前
の
語
粂
の
索
引
に
便

利
な
も
の
で
あ
る
。
そ
の
『
日
葡
辞
書
』
に
は

n
哀
X
三
チ
ャ
ウ
シ
ユ
)
の
項
目
は
あ
る
が
、
「
マ

チ
シ
ユ
」
の
項
目
は
な
い
。
 
n
長
善
に
は
「
同

じ
町
内
の
人
々
」
(
岩
波
書
店
『
邦
訳
日
葡
辞
書
』
)

と
説
朋
さ
れ
、
加
え
て
冨
鼻
一
=
0
 
誓
?
チ
ノ

シ
ユ
)
と
い
う
訓
読
み
が
付
さ
れ
て
い
る
。
『
日

葡
辞
書
』
に
お
い
て
、
音
読
み
の
項
目
に
は
訓
読

み
が
付
さ
れ
、
器
み
の
項
目
に
は
音
読
み
が
付

さ
れ
る
の
が
こ
の
辞
書
の
方
針
で
あ
り
、
「
マ
チ

ノ
シ
ユ
L
 
と
い
う
器
み
が
こ
の
時
代
の
京
都
に

日
常
語
と
し
て
あ
っ
た
こ
と
を
意
味
す
る
も
の
で

は
な
い
。
十
五
世
紀
後
期
の
辞
書
『
文
明
本
節
用

集
』
に
も
「
町
衆
」
は
「
チ
ャ
ウ
シ
ユ
」
と
あ
る
0

以
上
の
こ
と
か
ら
、
「
町
衆
」
の
「
町
」
は
、

江
戸
時
代
の
町
奉
行
?
チ
ブ
ギ
,
之
の
「
マ

チ
」
の
よ
う
に
、
一
般
的
な
都
市
と
い
う
意
味
で

は
な
い
。
生
活
共
同
体
と
し
て
の
「
町
」
を
基
盤
に

自
治
、
反
権
力
を
志
向
す
る
「
町
衆
」
は
、
「
マ

チ
シ
ユ
ウ
」
で
は
な
く
「
チ
ョ
ウ
シ
ユ
ウ
」
と
す

る
の
が
正
し
い
。
た
だ
村
の
衆
や
浦
の
衆
に
た
い

す
る
都
市
の
衆
と
い
う
意
味
で
あ
れ
ぱ
「
マ
チ
シ

ユ
ウ
L
 
で
も
よ
い
。
事
実
、
江
戸
時
代
、
西
鶴
は

て
う
し
ゆ

「
日
本
永
代
蔵
」
「
好
色
一
代
女
」
で
「
町
衆
」
と

ま
ち
し
ゆ

「
町
衆
」
と
を
は
っ
き
り
区
別
し
て
使
用
し
て
)し

る
。
林
屋
辰
三
郎
氏
の
提
示
さ
れ
九
「
町
衆
」
の

歴
史
概
念
を
歴
史
用
語
と
完
全
に
整
合
さ
せ
る
に

は
、
「
マ
チ
シ
ユ
ウ
」
よ
り
は
「
チ
ョ
ウ
シ
ユ
ウ
」

力
ふ
さ
わ
し
い
。

し
か
し
、
現
実
に
は
「
マ
チ
シ
ユ
ウ
」
は
報
道

用
語
、
学
術
用
語
と
定
着
し
て
い
る
。
例
と
し
て

ぎ
ん
し

は
惡
い
が
、
「
残
津
L
 
を
「
ザ
ン
サ
イ
」
と
誤
っ

し
よ
.
つ
C
.
つ

て
こ
れ
が
慣
用
読
み
と
な
り
、
ま
た
「
消
耗
」
が

「
シ
,
ウ
モ
ウ
」
と
さ
れ
て
い
る
類
と
似
通
っ
て
い

る
。
し
か
し
、
「
町
衆
」
が
一
定
の
歴
史
概
念
を

示
す
も
の
で
あ
る
以
上
、
そ
の
概
念
内
容
に
適
す

る
読
み
を
す
る
こ
と
が
、
歴
史
学
徒
の
義
務
で
あ

ろ
う
。
そ
れ
に
し
て
も
、
歴
史
概
念
を
規
定
し
た

り
、
歴
史
用
語
を
読
む
こ
と
の
重
大
さ
を
、
こ
の

「
町
衆
」
の
文
字
は
私
た
ち
に
教
示
し
て
い
る
。

(
大
学
人
文
科
学
研
究
所
教
授
)

、亀

才
一

疹
ず

京中

、

後
記
本
稿
は
平
凡
社
『
月
刊
百
科
」
 
M
二
三
三
号

(
一
九
八
二
年
三
月
)
の
拙
稿
「
中
世
の
町

と
町
衆
」
に
も
と
づ
き
、
若
干
加
筆
し
た
も

の
で
あ
る
。
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民
話
と
教
育

今
、
民
話
は
滅
び
つ
つ
ぁ
る
と
一
言
わ
れ
、
ブ

ム
と
も
一
言
わ
れ
る
。
ど
ち
ら
も
真
実
で
、
昔
話
を

語
る
老
人
達
は
少
な
く
な
っ
て
い
る
が
、
そ
の
反

面
多
く
の
若
い
人
達
が
民
話
に
興
味
を
持
ち
始
め

て
い
る
。
民
話
の
研
究
は
民
間
で
も
学
会
で
も
盛

ん
に
な
り
、
国
語
教
育
の
分
野
で
も
国
民
の
情
操

滴
養
を
め
ぐ
っ
で
盛
ん
な
い
器
が
な
さ
れ
て
き

九
。
大
正
期
や
昭
和
一
け
た
に
生
ま
れ
た
人
に
と
っ

て
は
、
昔
話
の
方
が
懐
し
い
親
し
み
易
い
名
称
で

あ
る
が
、
戦
後
の
民
話
ブ
ー
ム
は
「
民
話
」
と
い

う
一
憂
を
定
着
さ
せ
た
。
民
話
と
い
う
言
葉
は
江

戸
時
代
か
ら
あ
っ
た
ら
し
い
。
一
九
五
二
年
頃
か

ら
木
下
順
二
、
西
郷
竹
彦
、
山
本
安
英
ら
に
ょ
っ

片
山
登
美
子

て
「
民
話
の
会
L
 
が
つ
く
ら
れ
、
伝
統
的
な
話
の

重
み
を
含
み
つ
つ
、
現
代
的
な
新
し
い
も
の
を
生

み
、
民
族
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
正
し
く
表
現
す
る
文

化
を
創
り
出
そ
う
と
す
る
意
欲
的
な
活
動
が
な
さ

れ
て
い
る
。

日
本
で
の
昔
話
の
科
学
的
研
究
は
、
柳
田
国
男

(
一
八
七
五
t
一
九
六
三
に
ょ
っ
て
「
昔
話
採
集

の
為
に
」
と
い
う
論
文
が
誰
「
旅
と
伝
記
L
 
に

掲
載
(
一
九
三
一
)
さ
れ
、
民
俗
学
的
な
昔
話
研

究
と
採
集
の
基
礎
が
あ
た
え
ら
れ
た
。

急
味
で
は
恰
好
い
い
か
も
し
れ
な
い
が
、
自
分

で
表
現
で
き
る
心
の
世
界
が
ど
ん
ど
ん
狭
く
な
っ

て
い
る
。
民
話
に
は
農
民
の
中
に
あ
っ
六
図
太

、
、
、

、

さ
、
楽
天
的
で
豊
か
な
、
お
お
ど
か
な
意
味
が
あ

つ
た
の
で
は
な
い
か
。
今
日
か
ら
見
れ
ぱ
当
時
の

苦
し
み
の
表
現
、
単
な
る
願
望
い
わ
ゆ
る
「
大

話
」
で
あ
る
か
も
し
れ
な
い
。
し
か
し
底
辺
に
は

何
か
変
革
し
た
い
と
い
う
願
い
、
辛
さ
の
叫
び
と

い
う
も
の
が
あ
る
と
思
う
。
民
話
を
生
み
出
す
と

い
う
の
は
、
そ
れ
自
体
抵
抗
で
あ
る
し
、
自
己
主

張
だ
っ
た
と
思
う
と
語
っ
て
い
る
。

松
谷
み
ょ
子
氏
も
、
民
話
に
関
心
を
も
っ
た
の

は
、
日
本
を
知
ら
な
い
と
い
う
こ
と
か
ら
出
発
し

て
、
何
か
人
間
の
原
点
の
よ
う
な
も
の
を
探
し
た

い
と
の
願
い
か
ら
だ
っ
た
。
今
は
活
字
の
民
話
を

伝
え
た
り
、
研
究
し
六
り
す
る
こ
と
が
多
す
ぎ

る
。
語
り
を
聞
く
と
文
献
や
資
料
を
見
る
時
と
は

違
う
も
の
が
伝
わ
っ
て
く
る
。
先
生
や
母
親
が
民

話
を
勢
で
、
自
分
の
墓
で
語
る
こ
と
が
貴
重

な
の
で
は
な
い
か
・
・
・
・
・
・
と
民
話
伝
承
本
来
の
姿
で

あ
る
「
語
り
」
の
重
要
性
を
強
調
し
て
い
る
。

今
日
、
自
分
の
言
琴
心
の
響
を
語
る
こ
と

が
、
日
常
生
活
か
ら
縁
遠
い
も
の
に
な
っ
て
い

る
。
語
っ
て
い
る
よ
う
で
も
、
九
だ
の
器
や
朗

民
話
の
本
質
民
話
を
子
ど
も
達
に
伝
え
急

味
は
何
で
あ
ろ
う
か
。
大
川
悦
生
氏
は
、
現
代
人

の
生
活
は
多
く
の
文
明
の
利
器
に
囲
ま
れ
て
、
あ
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読
で
あ
っ
た
り
で
本
当
に
語
っ
て
い
な
い
。
情
報

過
多
の
時
代
に
活
字
・
映
像
文
化
に
取
り
囲
ま
れ

九
現
代
が
,
語
り
'
に
求
め
る
も
の
は
何
か
、
語

り
継
が
れ
九
本
来
の
民
話
に
何
を
学
ぷ
べ
き
か
を

考
え
直
し
て
み
る
こ
と
も
必
要
な
の
で
は
な
い
か

と
思
う
。
真
の
「
語
り
」
と
し
て
の
民
話
が
滅
び

表
1
 
小
学
校
の
国
語
教
科
書
日
本
の
民
話
(
昔
話
)

①
②
②
②
②

①
①
②

郵

"旦

ニ
ヨ
ウ
太

カ
ノ
ロ
ま

ト
ミ
タ
し

ル
ズ
モ
ら

サ
ネ
リ
モ
う

①
①
①
①
②
②
②
②

刊

ス
ウ
ヂ
め
シ

リ
ロ
リ
カ
ひ
ウ

キ
タ
ト
サ
や
ポ
若
ろ

タ
モ
プ
ナ
ぐ
寸
合
ご

ン
モ
コ
ハ
か
一
百
は

①
①
①
②
②

か
か
っ
て
き
た
の
は
、
聞
き
手
が
い
な
く
な
っ
た

た
め
で
、
子
ど
も
の
頃
の
優
れ
六
聞
き
手
は
、
優

れ
藷
り
手
と
し
て
育
っ
た
も
の
で
あ
る
。
現
代

都
会
生
活
は
優
れ
た
聞
き
手
を
育
九
な
く
し
て
き

九
の
で
は
な
い
か
と
考
え
ら
れ
て
い
る
。
話
は
速

く
、
要
領
よ
く
、
手
短
か
に
用
件
を
、
一
言
い
九
い

コ
い

十
・
つ

ろ
め
た
よ
し
す
め
ぞ

ま
の
、
つ
り
ひ
じ

し
み
ぽ
き
や
こ

ら
ず
寸
た
ぐ
き

う
ね
η
一
し
か
か

②
②

①

,
つ
や

ろ
ひ

ご

た
お
ま
と
.
コ
べ
η

し
ぐ
よ
し
と

ら
ん
し
ら
や
も

.
つ
て
く
 
b
じ
か
い

①
①
①
②
②
②
②

し
い

,
つ
η

ろ
ろ

.
つ
し

ぱ
U
う
め
た
二

き

ん
か
ろ
ひ
ま
び

す
さ
"
や
し
す

つ
孝
も
ぐ
.
ら
む

き

い
は
も
か
う
お
ん
き

1
 
2

E

ウ
チ

一
ロ
カ

カ
リ
タ
サ

ル
タ
モ
ナ

サ
ガ
モ

①
①
①
①イ
ナ
ヂ
ハ
チ
ノ

一
ロ
リ
カ

カ
タ
ト
サ

ル
モ
プ
ナ
ラ

サ
モ
コ
ハ
ウ
シ

さ
翻
か
タ

η
①
②

D

ま
も
し
ろ
ら
ご

.
ワ
は

①

じこ

お
ん
か

下
下
下

@
@
 
0

C

下
下
土

の
①
②
ん
③

.
ワ
さ

、
一
ぞ
む

'
じ
よ
こ
ちウ

ふ
こ
か
き

こ
と
は
そ
れ
で
わ
か
っ
た
・
・
・
・
・
・
と
い
う
生
轟
覚

で
営
ま
れ
る
現
代
生
活
は
一
面
味
気
な
く
、
お
五

い
の
心
の
物
票
育
ま
れ
る
余
地
も
な
く
、
心
ゆ

く
ま
需
り
合
い
聞
き
合
、
つ
こ
と
も
で
き
な
い
の

で
は
、
と
心
配
さ
れ
て
い
る
。

背
話
の
再
話
に
は
自
ず
か
ら
相
応
し
い
文
体
が

あ
り
、
そ
れ
は
祖
先
か
ら
語
り
継
が
れ
た
語
り
口

を
最
大
限
に
生
か
し
な
が
ら
、
再
話
作
家
独
特
の

リ
ズ
ム
を
持
ち
、
文
学
的
に
も
密
度
の
高
い
も
の

で
な
け
れ
ぱ
な
ら
な
い
と
石
わ
れ
る
。
ま
た
再
話

の
世
界
は
文
字
で
構
築
さ
れ
九
文
学
と
は
異
な

り
、
目
は
文
字
を
勢
で
い
て
も
、
優
れ
藷
り

を
聞
く
よ
う
な
感
動
を
伴
う
も
の
で
あ
る
こ
と
が

必
要
で
あ
る
。

苫
話
に
は
語
り
継
が
れ
る
う
ち
に
磨
か
れ
た
日

木
語
独
特
の
豊
か
さ
、
美
し
い
語
り
口
が
ふ
ん
だ

ん
に
あ
る
。
し
か
も
豊
か
な
語
り
伺
を
ま
ね
る
だ

け
で
な
く
、
現
鴛
で
継
水
し
て
こ
そ
再
話
の
意

味
が
あ
る
と
言
わ
れ
る
。
こ
の
再
話
も
安
易
に
さ

れ
る
と
昔
話
を
継
承
す
る
つ
も
り
が
破
壊
に
つ
な

が
る
こ
と
に
も
な
り
か
ね
な
い
難
し
さ
が
あ
る
よ

、
つ
だ
。

つん
姫
す
や
0
ぐ
い
か

こ
,
一
、

さ
太
四

か
力
吉

「
子
ど
も
時
代
に
読
ん
だ
本
は
心
の
体
験
と
し

下
下
下

②
②
④

に
さ
釦

か
か
タ
上
下
下

つ
①
②
③

一
っ

①
①
⑦
③

、

.
て

国定第1期

左し

国定第2期国定第3期国定第4期国定粂5期

昭和33年~45年
A

うらしま太郎

こぷとりじいさ
①

は左さかヒじい②
したきηすずめ②
かちかち山②
かもとりごんぺ

②、、

(指禅饗傾による)
B

昭和46年からの指淳叟領による
BF A

いウすんほうし①い0すんほ'うし①二ぷとり
ねずみのよめい

光村図書

てんぐとおひや
くしよう

hらしべちよう
じや

タ・づる

教育図杏光村図杏東京図杏

おむすびころりかもとりごんへ力むすびころり
ん①上え 1下ん①上
かさこじぞう②下かさこじぞう②下かさ二υぞう②下

③下③下 タ都力太郎

吉四六話④下

女,大研究年報築33急(片山)

東京杏籍

昭和54年
学校図杏

日*図杏

①い0すんほ'うしきんたろう 1上
①上ふしぎ左たけの

1下bらしぺちよう こ

①下かさニヒぞう②下じや

やまんばのにし夕敵 4下

教青圓杏

イ) 0數字は¥年を示,
ロ)田定筑 1朋~昭和46年よηの指゛
姜傾じよるA. Bまでは.*リ研
覽年報第23怨より
ハ)国定第 1則1 削1台3'r
国定捌2W1 明治43非
国定第3扣1 大正7年
国定第4期昭和8年
倒定築5捌昭和16年~熱戰まで

昭利55年(新指卓叟領による)
日本図杏学校図杏

80



て
永
く
そ
の
中
に
残
る
」
と
英
国
の
児
童
図
鳶

員
コ
ル
ウ
エ
ル
禽
三
ヨ
 
6
0
一
§
=
)
が
述
べ
て
い

る
。
私
は
「
良
終
本
」
に
つ
い
て
一
九
六
六
年

頃
か
ら
四
年
群
究
し
た
が
、
次
に
日
本
の
民
話

盆
嵒
が
小
学
校
の
国
語
教
科
李
は
ど
の
よ
う

に
扱
わ
れ
て
い
る
か
に
関
心
を
も
ち
、
一
九
七
0

年
と
十
年
後
の
一
九
八
0
年
に
若
干
の
考
察
を
行

ナ五
大
日
本
嘉
と
は
一
般
に
桃
太
郎
、
獲
蟹
合

戦
、
舌
切
り
雀
、
花
咲
爺
、
か
ち
か
ち
山
で
あ

る
。
さ
ら
に
油
島
大
郎
、
一
寸
齢
、
瘤
取
爺
、

文
福
釜
、
鶴
の
恩
返
し
、
な
ど
を
加
え
て
十
大

昔
話
と
い
っ
て
い
る
。
当
時
女
子
大
生
約
六
0
0

人
を
対
象
に
行
っ
九
調
査
に
ょ
る
と
、
十
大
昔
話

は
何
れ
も
九
五
0
。
以
上
が
知
っ
て
い
た
。
し
か
し

語
り
と
し
て
聞
い
た
こ
と
が
あ
る
か
」
に
つ

い

て
は
、
八
五
%
が
十
年
後
の
翌
で
は
五
七
%
に

減
っ
て
い
た
。
最
近
、
親
子
の
触
れ
合
い
が
テ
レ

ビ
な
ど
に
と
っ
て
か
わ
ら
れ
少
な
く
な
っ
た
と
憂

慮
さ
れ
て
い
る
が
、
母
の
口
か
ら
語
ら
れ
る
民
話

こ
そ
心
を
通
わ
せ
あ
っ
た
。
愛
'
の
思
い
出
と
し

て
永
く
心
を
温
め
続
け
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う

か
。
「
す
き
」
な
日
本
の
昔
話
は
、
器
対
象
が
女

性
で
あ
っ
た
こ
と
も
あ
っ
て
「
か
ぐ
や
姫
」

が

位
、
「
夕
鶴
」
が
二
位
で
、
「
笠
地
蔵
L
「
お
む
す

び
こ
ろ
り
ん
」
「
花
咲
爺
L
「
桃
太
郎
」
「
一
寸
法

法
師
L
 
な
ど
が
続
い
て
い
六
。
「
き
ら
い
し
な
話

は
「
舌
切
り
雀
」
「
か
ち
か
ち
山
」
が
一
 
1
二
位

で
、
そ
の
理
由
も
《
残
酷
》
《
か
わ
い
そ
う
》
な

ど
が
多
か
っ
た
。
「
か
ち
か
ち
山
L
の
狸
、
「
猿
蟹
」

の
猿
、
「
こ
ぶ
と
り
爺
L
 
な
ど
へ
の
《
仕
返
し
が

ひ
ど
す
ぎ
る
、
こ
ら
し
め
の
た
め
で
も
殺
す
の
は

よ
く
な
い
》
と
答
ん
て
い
た
。
し
か
し
一
方
「
舌

切
り
雀
」
で
は
《
お
じ
い
さ
ん
の
優
し
さ
に
心
が

温
ま
る
、
雀
の
宴
会
が
楽
し
い
》
ま
た
「
猿
蟹
合

戦
L
 
で
は
、
《
正
義
感
が
よ
く
あ
ら
わ
れ
て
い
る
、

皆
で
助
け
合
っ
て
悪
者
を
や
っ
つ
け
た
》
な
ど
の

理
由
で
、
す
き
な
話
と
し
て
も
あ
げ
ら
れ
て
い

た
。
す
き
な
話
と
し
て
人
気
の
あ
っ
九
「
夕
鶴
」

「
か
ぐ
や
姫
L
 
に
は
、
釜
実
的
で
憲
の
世
界

の
で
き
ど
と
(
あ
る
筈
の
な
い
と
い
う
こ
と
が
全

く
明
ら
か
で
、
ぱ
か
ぱ
か
し
い
)
が
、
わ
ず
か
で

は
あ
る
が
、
逆
に
き
ら
い
な
理
由
に
も
な
っ
て
い

た
。
民
話
の
本
質
を
掘
ま
な
い
で
表
面
に
現
わ
れ
た

事
象
の
み
で
考
え
る
と
、
民
話
の
価
値
が
充
分
味

わ
え
な
い
。
藷
さ
が
幼
い
心
に
強
い
印
象
を
残

し
て
、
す
き
に
な
れ
な
い
こ
と
は
よ
く
あ
る
こ
と

だ
と
思
う
。
現
象
面
の
み
で
な
く
、
な
ぜ
そ
う
い

う
残
酔
な
行
為
を
し
た
の
か
考
え
て
み
る
必
要
が

あ
る
し
、
こ
の
話
は
ど
こ
が
強
調
さ
れ
、
ど
ぅ
い

う
目
的
一
禽
ら
れ
て
い
る
か
と
い
う
こ
と
が
僻
心

だ
と
思
う
。
悲
し
い
悲
劇
的
な
話
、
怖
ろ
し
い
話

で
も
よ
い
も
の
で
あ
る
こ
と
が
あ
る
。
私
挙
悲

し
ま
せ
九
り
、
不
安
に
し
た
り
、
シ
ョ
ッ
ク
を
与

え
る
か
も
し
れ
な
い
か
、
そ
れ
も
ま
た
想
像
力
を

養
い
、
知
性
を
啓
発
し
、
心
偕
を
強
め
、
私
達
自

身
の
姿
を
見
せ
て
く
れ
る
こ
と
が
あ
る
と
思
わ
れ

る
0
表
に
は
、
一
九
七
二
年
と
一
九
八
二
年
に
報
告

し
磊
文
に
使
用
し
た
、
国
定
第
三
・
四
捌
の
復

刻
版
も
含
め
て
約
二
四
0
冊
の
小
学
校
の
国
語
教

科
業
ら
、
日
本
の
民
話
曾
話
)
名
の
み
を
示

し
九
。
昭
和
五
十
五
年
度
の
指
導
要
領
改
訂
に
ょ
る
教

科
診
は
、
今
回
調
査
対
象
に
し
た
五
社
す
べ
て

に
「
か
さ
こ
じ
ぞ
う
(
笠
地
蔵
)
」
が
教
材
と
し
て

つ
か
わ
れ
て
い
九
。
「
か
さ
こ
じ
ぞ
う
」
は
福
島

県
に
仏
わ
っ
た
も
の
を
原
型
に
童
穂
家
の
岩
崎

京
子
が
昭
和
四
十
二
年
に
再
話
し
、
民
瓢
本
と

し
て
発
表
、
昭
和
五
十
三
年
か
ら
採
用
さ
れ
九
も
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の
で
、
す
べ
て
全
く
同
じ
で
、
か
な
り
長
文
で
あ

た
が
省
略
も
な
か
っ
た
。
こ
の
話
は
全
国
的
に
伝

播
さ
れ
、
北
は
青
森
八
戸
か
ら
南
は
佐
渡
杵
島
に

及
ん
で
い
る
。
一
例
で
あ
る
が
、
岩
手
県
陸
中
に

は
「
六
地
蔵
様
が
恩
を
返
す
」
「
石
地
蔵
に
恩
を

お
く
ら
れ
九
L
「
七
人
地
蔵
様
」
な
ど
が
あ
り
、

六
地
蔵
か
ら
十
二
地
蔵
ま
で
地
方
や
語
り
手
に
ょ

つ
て
色
々
で
あ
る
が
、
話
は
大
休
同
じ
で
あ
る
。

「
か
さ
と
じ
ぞ
う
」
な
ど
九
っ
の
民
話
は
教
科

書
批
判
の
対
象
と
な
っ
九
。
一
九
八
0
年
、
自
民

党
の
機
関
紙
「
自
由
新
報
」
に
「
偏
向
的
作
品
」

と
攻
撃
さ
れ
九
。
民
話
教
材
「
か
さ
こ
じ
そ
う
し

は
日
本
の
民
話
だ
が
、
ひ
ど
く
暗
く
貧
乏
物
更

と
批
判
が
展
開
さ
れ
、
出
版
社
の
方
で
差
し
替
え

ま
で
検
討
さ
れ
た
。
東
京
都
の
中
学
校
長
、
中
山

渡
氏
は
「
:
・
:
・
も
し
貧
乏
物
語
と
し
て
も
、
ど
う

し
て
い
け
な
い
の
だ
ろ
う
か
。
か
っ
て
農
村
、
殊

に
山
村
は
貧
し
く
、
自
然
条
件
に
左
右
さ
れ
て
ぃ

六
0
 
そ
の
日
々
を
、
ぽ
く
ら
の
祖
先
は
物
の
乏
し

さ
、
技
術
の
貧
困
、
権
力
の
エ
ゴ
な
ど
に
耐
え
な

が
ら
生
き
抜
い
て
き
た
。
そ
れ
を
民
話
、
民
謡
、

年
中
行
事
に
も
反
映
し
て
い
る
。
こ
う
い
う
常
民

の
生
悪
情
に
、
す
ぐ
れ
九
一
聶
形
象
・
文
学
作

品
を
通
し
て
迫
る
こ
と
は
、
大
切
な
教
育
で
あ

る
0
 
そ
し
て
有
力
な
人
間
需
、
歴
史
需
の
一
系

因
を
つ
く
り
、
文
化
文
明
と
い
う
人
間
英
知
の
結

白
舶
を
省
察
す
る
契
機
と
も
な
る
.
:
:
.
日
本
人
の
文

(
生
活
)
の
将
来
と
い
う
視
野
か
ら
考
え
あ
い

化た
い
も
の
で
あ
る
L
(
朝
日
新
聞
一
九
八
一
年
)
と

述
べ
て
い
る
。
児
童
文
学
者
、
日
本
民
話
会
な
ど

に
ょ
る
広
い
範
囲
で
運
動
が
展
開
さ
れ
て
、
出
版

社
で
は
差
し
替
え
を
取
り
止
め
、
五
十
八
年
度
使

用
分
か
ら
更
延
三
年
間
鴛
し
て
使
用
さ
れ
る
こ

と
に
な
っ
た
。

最
近
、
教
材
と
し
て
採
択
さ
れ
て
ぃ
る
民
話

十
年
前
の
「
一
寸
法
師
」
の
場
合
の
よ
う
に

、

は極
端
な
縮
少
で
話
が
全
く
面
白
く
な
い
と
い
っ
た

傾
向
は
是
正
さ
れ
、
「
笠
地
蔵
」
の
場
合
、
現
在

は
長
文
で
も
省
略
も
な
く
、
忠
実
に
伝
達
さ
れ
て

新
鮮
な
民
話
と
な
っ
て
採
録
さ
れ
て
ぃ
る
。

今
日
の
よ
う
に
日
進
月
歩
で
近
代
化
さ
れ
、
文

明
の
進
ん
だ
社
会
で
は
、
す
べ
て
を
合
哩
的
精
神

で
解
決
し
よ
う
と
す
る
傾
向
が
強
い
。
ロ
マ
ン
チ

ツ
ク
な
夢
を
追
い
非
合
理
な
要
素
を
多
く
持
っ
民

話
の
入
り
込
む
余
地
は
な
く
な
っ
て
き
た
と
い
う

見
方
も
さ
れ
る
。
今
日
の
現
代
っ
子
と
民
話
の
世

界
と
は
随
分
か
け
雌
れ
て
い
る
よ
う
に
思
わ
れ
る

が
、
子
ど
も
達
は
思
っ
た
よ
り
ず
っ
と
民
話
が
す

き
な
よ
う
で
、
私
が
行
っ
た
調
査
結
果
も
そ
れ
を

衷
づ
け
る
よ
う
に
思
え
る
。
(
女
子
大
学
教
授
)




